
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物に関する現代の課題 



 

 

 

 

 

本資料は、国際連合薬物・犯罪事務所（United Nations Office on Drugs and Crime:  

UNODC）が毎年公表している世界の薬物問題の現状に関する報告の最新版 

World Drug Report 2023 の Booklet 2 を日本語に翻訳したものである。 

下記にしたがって、非営利目的で勝野＊ の責任で要約・翻訳した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊勝野眞吾（JYHL 理事長；兵庫教育大学・岐阜薬科大学名誉教授） 

 

 

 



まえがき 

World Drug Report 2023 は、各国が、持続可能な開発目標(SDGs)の達成に向け、停滞し

ている進展を回復させるためにその中間点で苦労しているときに発表された。危機と紛争

は計り知れない苦しみと剥奪をもたらし続けており、世界中で難民の数は過去最高の 1 億

1,000 万人に達している。平和、正義、人権は、すべての人の生得権であるべきであるが、

あまりにも多くの人にとって手の届かないところにある。  

薬物密売や違法薬物経済によって引き起こされる害は、社会の不安定化や暴力から環境

破壊まで、これらの脅威の多くに影響を与え、悪化させている。違法薬物市場は、ソーシャ

ルメディアプラットフォームでのコカイン供給や薬物販売から、世界中のどこでも安価で

簡単に製造できる合成薬物の絶え間のない広がりや最小用量で致命的なフェンタニルのよ

うな薬物の例に至るまで、その害と規模を拡大し続けている。  

薬物使用障害は、メンタルヘルス、安全、幸福などの健康に害を及ぼしている。偏見と差

別は、薬物使用者が必要な助けを得る可能性を低くする。薬物使用障害を持つ者の 20%未

満しか治療を受けておらず、治療へのアクセスは非常に不平等である。女性はアンフェタミ

ン系覚醒剤を使用者（乱用者）のほぼ半数を占めているが、治療を受けている者の 27%に

すぎない。緩和ケアと疼痛緩和に必要な規制薬、すなわち医薬品オピオイドは、特に世界人

口の約 86%が住む低中所得国で、医薬品オピオイドへのアクセスが少なすぎるため、それ

らを切実に必要とする者には渡らない。  

薬物問題は、特定の国や地域だけでは対処できない困難な政策ジレンマをもたらしてい

る。国連薬物・犯罪事務所は、世界の薬物問題のグローバルな視点と概要を提供するために

毎年 World Drug Report を発行し、対話と共有された対応を支援することを目的として公

平な証拠を提供している。  

今回の World Drug Report は、進展する薬物の脅威の複雑さの増大を浮き彫りにしてい

る。特別な章では、違法薬物経済がアマゾン盆地の環境や不安に影響を与える犯罪とどのよ

うに交差しているかを、貧しい農村集団と先住民グループが払っている代償とともに探る。

報告書の他のセクションでは、人道的環境での薬物使用、紛争状況における薬物、合成薬物

市場のダイナミクスの変化など、緊急の課題を探っている。World Drug Report はまた、幻

覚剤、大麻の医療的使用、薬物治療やその他のサービスの革新を含む新しい臨床試験につい

ても掘り下げている。 

世界の麻薬問題は地球規模であるが、全世界に等しく影響を与えるわけではない。グロー

バル・サウスと、すべての国、都市、村における未開発でサービスの行き届いていないコミ

ュニティにあって最も高い代償を払うのは、脆弱な人々、貧しい人々、排除された人々であ

る。彼らは、薬物密売によって煽られる暴力と不安、および規制された医薬品へのアクセス

と入手可能性の不足に苦しんでいる。彼らは薬物使用障害に進行し、HIV などの関連疾患

に罹患する可能性が高く、科学的根拠に基づく治療やサービスを受ける可能性が低い。機会、

資源、法の支配へのアクセスが不確実な貧困層は、違法な薬物作物の栽培、生産、密売に容



易に絡めとられる。  

これらの悪循環を断ち切るには、SDGs を達成するための変革的な行動と、予防、平和維

持、平和構築の一環として薬物の脅威に取り組むための安全保障への統合された包括的な

アプローチが必要である。  

何よりも、私たちがケアと思いやりの輪を広げ、疎外、差別、偏見のために取り残され、

排除されている人々を受け入れることに努めることによって「排除」を終わらせなければな

りません。 

人々を第一に考えるためには、政策立案者とサービスプロバイダーが、一連のケア全体に

おいて科学的根拠に基づく自発的なサービスへの障壁を取り除き、性別、年齢、その他の偏

見を払拭し、罰ではなくリハビリテーションと社会復帰に焦点を当てることにより、すべて

の人の人権を積極的に保護する必要がある。  

早期予防は非常に重要であり、政府は回復力を構築し、若者が自分たちの生活について健

康的で賢明な選択をするために必要な情報を提供するために、教育にもっと投資する必要

がある。思慮深く公衆衛生を優先させる規制によって、商業的圧力を抑制し、薬物の転用や

非医療使用のリスクを軽減しながら、必要に応じた医薬品へのアクセスと入手可能性を確

保することができる。偏見と差別は致命的であり、人々が必要とし、それに値する助けを奪

い、手遅れになるまで問題を暗闇に置く。科学的根拠・事実は、私たちが一緒に直面する課

題に光を当てるのに役立つ。これを念頭に置いて、World Drug Report 2023 を皆さんに提

示できることを誇りに思う。我々の共通の課題である薬物問題への理解を深めることで、命

を守るためのグローバルな行動への思いやりとそれへの関わりを高めることができる。 

 

Ghada Waly,  

Executive Director United Nations Office on Drugs and Crime 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＞大麻製品の新しい傾向 

＞ケタミンー周辺薬物、それとも主流薬物？ 

＞世界のコカイン市場：大きな転換期を背景として強く加速 

＞メタンフェタミン供給の新たな傾向：非伝統的市場への拡大 

＞南アジア：拡大する主要あへん市場 

＞紛争と薬物供給：ウクライナ、イエメン、サヘル地域 
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